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日本人のネフロン数と欧米人のネフロン数の差異をどう考えるか？ 
Racial Differences in nephron number; Role of body size, kidney weight, and cortical 

volume in adult subjects among five populations. 
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近年、腎臓の構成単位であるネフロン数に予想された以上の個体差が報告され、その相違

が高血圧や慢性腎臓病の発症や病態と関連していることも指摘されている。また、これまで

の研究から、個人のネフロン数の決定には、出生時体重など母胎環境が重要な因子として挙

げられている。 
私は、Monash 大学 John Bertram 教授らのもと、日本人 64 症例のネフロン数を計測し、

彼ら有する他民族の計測結果と比較した。興味深いことに、日本人のネフロン数は他人種と

比較し低値を示し(770,534±154,867)、高血圧群では糸球体腫大とともに更なるネフロン数

の減少(p<0.001)を示した。他人種との比較において、日本人のネフロン数は少ないが、体格

補正後では差は認められなかった。日本人のネフロン数は、腎機能低下および加齢とともに

減少を示すものの、他人種のネフロン数と比較し、戦前後ともに低値を示し、戦時中は更な

る低ネフロン数を示した(507,073±117,389)。 
日本人のネフロン数が少ない原因としては、1．遺伝的要因(体格に応じたネフロン数)、2．

加齢に伴うネフロンの消失(高塩分食)、3．明らかな高齢者におけるネフロン数の減少が考え

られた。これらの結果は、戦時中の母胎環境がネフロン形成に影響を及ぼしたことを示唆し、

オランダの飢餓事件が示した低栄養と生活習慣病のリスクの関係に通ずるものと思われる。

日本人ネフロン数研究は、アジア人初のネフロン数報告であるのみならず、DOHaD 仮説を

強く支持するものと思われる。 
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